
【事前評価】

事業目標 事業内容
採択予定

年度
完成予定

年度
事業費

（億円）

○
※

1 都市整備課 街路事業

都市計画道路

武豊
たけとよ

港
こう

線
せん

（金
かな

下
げ

工
こう

区
く

）

武豊町
①交通安全対策を強化（歩行者・自転車の安全性向上）
②まちを活性化（まちづくりと一体となった道路整備）
③防災、減災対策を加速（緊急輸送道路ネットワークの強化）

道路整備
延長L=410m
幅員W=16.0m（2車
線）

2026 2040 20 -

※　事業評価番号１と再評価番号３は同一路線のため一括審議を行う。

【再評価】

事業の
必要性

事業の
見込み

事業の
効果

評価年度
事業期間
（自）

事業期間
（至）

事業費
（億円）

進捗率
（％）

Ｂ/Ｃ

2026 2019 2030 68.2 65 7.1

2022 2019 2026 53.0 20 9.3

2018 2019 2026 27.0 0 11.7

2026 2020 2028 44.9 72 8.5

2024 2020 2026 41.0 42 8.4

2019 2020 2026 40.0 0 7.8

2026 2013 2029 20.9 50 -

2023 2013 2027 12.2 50 -

2012 2013 2019 8.6 0 -

2026 2017 2031 64.2 44 1.2

2021 2017 2026 53.5 15 1.1

2016 2017 2026 48.0 0 1.1

2026 2016 2030 22.4 53 1.5

2021 2016 2024 12.0 60 1.0

2015 2016 2021 10.1 0 1.1

【事後評価】

事業目標 事業内容
事業期間
（自）

事業期間
（至）

事業費
（億円）

事業目標
の達成状

況

事業効果
の発現状

況

事業実施
による環
境の変化

今後の事
業評価の
必要性

改善措置
の必要性

同種事業
に反映す
べき事項

1991 2021 11.5

1991 2000 16.5

資料４

継続
審議済
(2021
再)

なし あり○ 港湾課 港湾事業 衣浦港
きぬうらこう

東浦地区
ひがしうら　　　　　　

抽出 地区名
事業
箇所

〇

継続

評価結果の概要事業概要（上段：実績、下段：当初）

〇
(発現)

〇
(影響
無)

なし
港湾緑地整備
2.9ha

〇
(達成)

抽出

抽出

参考事項：今回と前回再評価時との比較
（上段：今回、中段：前回再評価時、下段：事前評価時）

番号 事業課
事業名

（細事業名）

再評価
該当基準

1
知多郡
東浦町

①地域住民の交流・憩いの場や海洋性レクリエーション機会の創出
②港湾緑地の修景・緩衝による地域環境の改善

3 都市整備課 街路事業

4 農地整備課

農業農村整備事
業

（経営体育成基
盤整備事業）

三郷
さ ん ご う

地区
ち く

審議済
(2022
再)

参考：委
員会によ
る審議

審議済
(2019
事前)

-

備考

審議済
(2021
再)

継続

対応
方針案

備考

対応方針（案）の概要

継続

1 道路建設課 道路事業

一般県道

蒲郡
がまごおり

碧南
  へきなん

線

（江原
えわら

細池
ほそいけ

工区）

西尾市

①陸・海・空一体の国際競争力を高める(主要物流拠点・生産開発拠
点へのアクセス性向上)
②まちを活性化(地域の主要渋滞箇所等の渋滞緩和)
③防災・減災対策を加速(緊急輸送道路ネットワークの強化)

現道拡幅
延長：L=3.3km
車線数：2→4車線
幅員：W=23.0m

2018
再評価
(2回
目)

継続

事業目標 事業内容
採択
年度

2019
再評価
(2回
目)

関連工
事の遅
延及び
関係機
関協議

A

参考：委
員会によ
る審議

B○
（
一
括
審
議
）

施工方
法の変
更及び
関係機
関協議

B

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名

事業
箇所

事業期間
延伸理由

各評価項目の判定結果

2

①陸・海・空一体の国際競争力を高める(主要物流拠点・生産開発拠
点へのアクセス性向上)
②まちを活性化(地域の主要渋滞箇所等の渋滞緩和)
③防災・減災対策を加速(緊急輸送道路ネットワークの強化)

現道拡幅
延長：L=2.3km
車線数：2→4車線
幅員：W=23.0m

道路建設課 道路事業

一般県道

蒲郡
がまごおり    

碧南線
　へきなん

（細池
ほそいけ

菱
ひし

池
いけ

工区）

西尾市 A

2017
再評価
(2回
目)

関係機
関との
調整

B

津島市及
び愛西市

2012

2026年度　第1回委員会　評価実施事業一覧表

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名

事業
箇所

事業概要
備考
(B/C)

B B A
再評価
(3回
目)

関係機
関協議
の長期

化

都市計画道路

武豊
たけとよ

港
こう

線
せん 武豊町

①交通安全対策を強化（歩行者・自転車の安全性向上）
②まちを活性化（まちづくりと一体となった道路整備）
③防災、減災対策を加速（緊急輸送道路ネットワークの強化）

道路整備
延長L=230m
幅員W=16.0m（2車
線）

老朽化した石綿セメント管を塩化ビニル管等に取り替えることによ
り、地域の農家が健康被害を受けることなく安心して維持管理ができ
るようになるとともに、漏水等が抑止され用水の安定供給が可能とな
ることから、地域の農業経営の安定が図られる。

B

B A

B A

〇 5 農地整備課

農業農村整備事
業

（特定農業用管
水路特別対策事

業）

〇
※

A

諸桑
も ろ く わ

地区
ち く

用水路工 24.4km 2016
再評価
(2回
目)

地元住
民との
調整

B

豊橋市
農業生産基盤の整備により営農条件を改善し、生産性の向上や労力の
軽減を図るとともに、担い手農家への農地の利用集積を促進する。

区画整理 194.9ha
用水路工 33.4km

【事業の必要性】

A：    事業着手時に比べ必要性が増大している。

B：  事業着手時に比べ必要性にほとんど変化がない。

C：  事業着手時に比べ必要性が著しく低下している。

【事業の見込み】

A： 事業は順調であり、計画通り確実な完成が見込まれる。

B：多少の阻害要因があるが、一定の期間等を要すれば、

　解決できる見通しがあり、ほぼ計画通りの完成が見込まれる。
C：阻害要因の解決が困難で、現時点では、事業進捗の

　目処がたたない。

【事業の効果】

A：事業着手時とほぼ同様の事業効果が発現される見通しがある。

B：  事業着手時と比べ低下が見られるが、十分な事業効果が

　    確保される見通しがある。

C：  事業着手時と比べ著しく低下し、現時点では事業効果が

　    確保される見通しが立たない。


